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5  Ｉ．マウスはカントの国民主権の理念を擁護する立場から、主権的意志の不可分割性の意義を強調する。国 
   民主権の不可分割性は、「主権がもっぱら、諸決定の影響を自らが受ける人々に帰属し、委任されて法の適 
   用を行う権力を司る人々に帰属するわけではけっしてないという単純な事実」を示していると彼女はいう。 
   こうした発言の批判的意味は理解できるが、少なくとも、国家間の関係を視野に入れなければならない平和 
   論においては、主権概念は、後述するとおり克服されるべき対象である。Ingeborg Maus, Zur Aufklärung der   
   Demokratietheorie, 1994, S.218.（浜田・牧野訳『啓蒙の民主制理論』、法政大学出版局、1999 年）。 



































                                                        
6 Habermas, Inklusion－Einbeziehen oder Einschließen? Zum Verhältnis von Nation, Rechtsstaat und Demokratie, in: Die 
















































































                                                        
8 このことについてハーバーマスは、国連に政府代表からなる現在の総会とは別にもう一つの議院を設け、そ
れを世界市民の代表に割り当てるという興味深い提案を紹介している(KIeF 218)。 








































11 Habermas, Legitimationsprobleme im Spätkapitalismus, 1972, S.13f. 
12 Habermas, Staatsbürgerschaft und nationale Identität, in: Faktizität und Geltung, 1992, S.644.（河上・耳野訳『事実性
 と妥当性（下）』、未来社、2003 年）。 






























                                                        
13 Habermas: Volkssouveräniät als Verfahren, in: Faktizität und Geltung, 1992, S.626f.（以下 VaV と略記し、ページと
 ともに文中に示す）。 
14 彼がＥＵの連邦国家化を求めるのは、すでに官僚主導の体制、すなわちシステム統合が進んでいるＥＵにお 
  いて、国民国家的な政治統合が追いついていないという状況に対処するためである(VaV 632, 646 参照)。  








 ・独善性」については、井上達夫『普遍の再生』（岩波書店、2003 年）、89 頁以下を参照。 
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 国家、文明』（筑摩書房、1998 年）、96 頁を参照。 
